
抗菌作用

新規機序の抗真菌薬

耐性菌への効果
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新規標的

の同定

構造展開による新規

構造の化合物の合成
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抗腫瘍活性
骨形成誘導
活性

抗骨粗しょう症薬

抗インフラマソーム
抗リウマチ薬

筋萎縮抑制作用

これまでにない活性の治療薬

抗がん活性

化合物投与

抗炎症作用
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骨改善作用

Compound 13の創生

Compound 13

Compound 13を⽤いた治療効果
強⼒な抗腫瘍効果

実臨床に即した投与経路（静注・経口）・投与量の最適化
→大規模動物実験が必要
作⽤機序の明確化（PDI以外の標的分子の有無）
→標的分子の探索と同定・機能解析が必要

• 各種腫瘍細胞へ小胞体ストレスを惹起し強⼒な抗腫瘍効果を発揮
• 乳癌などによる癌骨転移・骨浸潤による骨病変改善効果
• 骨疾患（骨粗鬆症・関節リウマチ・変形性関節症）への治療効果

癌による骨病変形成
抑制効果

抗リウマチ（抗炎症）効果

治療群対照群

Compound 13は強⼒なPDI阻害活性を示す

Compound 13の作⽤

が十分期待できる

検出限界以下

Compound 13の
破骨細胞形成抑制効果

CTL #13

新規イノン化合物及びその⽤途PCT/JP2019/042086、WO/2020/090700、国際出願公開中
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化合物による骨形成の回復

抗HIV作用

ICDの誘導

化合物

投与

腫瘍による骨形成抑制

破骨細胞


